て 居る。 その かげろうの 戦 といつ しょに 光 君の 心 も 

かるく うれし さに おののいて 居る。 夢の ように、 いつ 

の 間に か 今日の 名残の 春 鶯囀も 終って、 各々 の 前に は 

料紙、 硯石 箱が 置かれた、 題 は 「花の 宴」 

頭 を 深く たれて 考え込む もの も あれば 色紙の 泣き そ 

うな 手で 遠慮 もな くの たらせる もの も ある。 書かれる 

可 は 三十 一 文字 だか 四 文字 だか 分らない がその 勢 は 

目立った もので 有る。 若君 は あふれた 水 を 流す よりも 

たやすく そのみち みちた 心の たった ほんの 一 寸 したと 

ころ を 墨の 香 を こめて かきながした、 やさしい 手で こ 

(四 字 不明) 

す □□□□ 色紙 を 形よ く あやなして 居る。 



こと は 誰も 今まで 云って 居なかった。 そいで は 随分 苦 

労 もして 来た 人なん だネ ー」 

「ェ ェェェ もう、 まだよう やっと 御 十六に 御な りなん 

でございますが、 御 考も御 有りに なり 学問 も 身にしみ 

て あそばして 御いで ですから 御 姉 さまよ り 御苦労が 多 

くて いらっしゃ るんで ございま すよ。 御 歌な り、 御手 

なり、 音楽な リ、 御手の もので ございま すよ。 この間 

中の 女 君の 中で 一 番 かけの ない 御 方で ございましよう、 

そんな こと を 申して は 何で ございま すが 若 奥様よりも 

よ つぼ ど 何で. j ざいます よ」 

女 は まじめな 熱心な 様子で はなし を つづけて、 



もう そんな 事 は 云い つ こなし さ」 

光 君 は 居た たまれな いように クル クルと 巻物 を 巻い 

てわざと、 机の わきに すわって、 思い出し たように 墨 

をす つて 手 習 を はじめた。 女 はそうと 立って 行って 光 

君の 肩 越しに のぞく と ， J の 間の 宴の 時に 紫の 君の 詠ん 

だうた を 幾通りに も 幾通りに も 書きな がして 居た ので、 

何 か 見出した ように かるく ほほ 笑んで かげに 行つ てし 

まった。 こんなにえ きれない、 うつらう つらと した 日 

を 光 君 は 毎日 送って 居る。 

毎日き ま つ た 事 はちゃん ちゃんとして 行つ て も あと 

は 柱に もたれて ボン ャリ して 居た リ问 かもう どうして 



す」 

なんかと 云い 合って 居る。 

「ネ ー 若様、 ほんとうに 大奥様に 申し上げても よろし 

い で) J ざいましょう、 そうすれば どうに でもな るんで 

ございます もの」 

と 乳母 は それに 違いない と 思った ので 云つ て 見た が 

やっぱり、 

「そんな こと を 幾度く りかえ して 云 つ て 居 るんだろう 

本人が そうでな いって 云ったら 一 番 たしか だのに、 ネ」 

と いかにもい やそうに 云う ので それ もなら ずに、 どう 

したら 好かろうと 迷って 居る。 この頃、 気分が はっき 



「ネ— や つ ぱリ 私が 目が 有 つ た で) J ざいましょう、 で 

もよ く 今まで もちこたえて 居ら つし やった こと」 

なんかと 云って ひやかして 居た。 光 君 は 気が狂つ たよ 

うに 笑ったり ふさぎ込んだ りして 夜 を 明して しまった _ 

翌日 はまた 春に 有りがちな しとしと 雨が 銀 線 を 匂 や 

かな 黒土の 上に おちて 居た。 落ちた 桜の 花弁 は その 雨 

にポタ ボタと よ) J されて 居る。 

光 君 は 椽に坐 つ て 肩まで 髪 を たれた 童 達が 着物の よ 

ごれ るの を 忘れて こまかい 雨の 中 を 散った 花びら を ひ 

ろ つ て は 並べなら ベて は ひろ つ て 細い 絹の 五色の 糸で 

これ をつな いで 環 をつ くって 首に かけたり、 かざして 



見たり して 居る の を 何も彼も 忘れた ように 見とれて 居 

た。 気の きいた 子が 一 番 念入りに 作って あげた 環 を 光 

君 は、 はなされな いように 自分の 前になら ベて 置いて 

いろいろ のこと を 書きつ けて それに むすびつけて 居た _ 

その 中には、 

花 散れば まぢ りて 飛びぬ 我心 得 も 忘れ 得ぬ 君 

のかた へに 

悲しめる 心と 目と をと ぢ ながら なほ うらが な 

し 花の 散る 中 

かなしめば かなしむ ま、 にくれ て 行く 春の 日 

長の うらめし きかな 



「別に どうもいた しません、 何 を 察して いらっしゃる 

の？」 

「だから かくして 居る と 云 うんです よ、 貴方 は 思 つ て 

る 人が 有 るんで しょう」 

「有った つ てな くった つ て そんな こと …… いくら 貴女 

が 心配して 下さ つ て も 人の 心 は 思うよう になり ません 

もの」 

「だって、 そんなに 云う のがい やなら、 何 だけれ 共 I 

I どうにかな るかと 思 つ たもので ネ ー」 

光 君 は 母君の 自分 を いかにも 子供 あっかいに 何でも 

かんでも 自分で 世話しょう とする のがい やなよう な 心 



いきなりと つ て つけたよ うに こんな こと を 云い 出す _ 

「そうでし ようか」 

光 君 は 幼子の ようにび つくりし たかお をして 話 をき 

いて 居る。 

「だけれ ども 又 そこが 好い とこ かもしれ ない。 やたら 

にもの を かくした がったり、 下らない ことに 泣いたり 

笑ったり ほんとうに 不思議な もの だ、 貴方 はそう 思わ 

ない？」 

「思う 思わない つて、 そんな ことが わかる まで 女の人 

に つきあつ たこと はな いんです もの」 

「つきあった ことがない つて、 マァ 随分う まいこと を 



と を 云う。 

「それでも やっぱり 女なん て 云う もの は、 出来るだけ 

みにくい ところ はかくした 方が よいと 思われます ネ 1_ 

どんなに かくしても かくし きれない ほどみ にくい 人 は 

そり や 別と してね」 

自分の 思 つ てる 人 を ごと ごと 云われた 口惜し さに 光 

君 はこん なぶつつ けたよう な こと を 云った、 女 君は自 

分の こと を 云われた ときが ついて 一 寸 むっとし たが 又 

いやな 笑が おに かえって、 

「何だか 私の 御蔵に 火が つきそう になり ました ヮホホ 

ホ ホホ」 



その はなしのと- ろ どころ にき こえる、 

「紫の 君」 

と 云う のに 妙に 気 を ひかれて 目 は 本の 上に 有りながら 

心 は そつ ぷ に とんで 居る。 話 はなんでも 紫の 君の 噂 

にき まって 居る、 どんな こと を 云う かしら、 又 どんな 

噂 をされ る ほどの 人 かと 光 君の 心 は あてど もない こと 

にお どる。 

「ホホ ホホ、 もう 御 やめ あそばせ。 実の 親より あの方 

のこと を 案じて いら つ しゃる かたが 有る つ て 云う はな 

しで ございま すよ」 

「ほんとうに、 うっかりして 居ました ね。 壁に 耳有リ 



障子に 目 あり、 油断の ならない 世の中 だのに ネ ハハハ 

ハ。 でもい い じゃあありません か、 別に 悪口 を 云った 

わけで はなし、 只 まるで 石 か 木の ような 人 だと 云った 

ばかりです もの ネ、 そんなに うらまれ もしますまい よ」 

光 君 は 急に 鋅 先が 自分の 方に 向った のでび つくりし 

て 今更の ように 赤い 頰を すると 急に 障子の 外から、 

「御免 あそばして、 …… 紫の 君のと ころから 御 使に ま 

ぃリ ましたが」 

まだ に， 、- J り をお びな い 澄んだ 童の 声で 有る。 やが て 

とりつぎに 女が 出た 様子で 小さい 声で 何 か 云いあって 

居た が、 



「何と 云う 人 を 見下げた こと をす る 人だろう」 

と 思った 光 君の 心 は、 男と 云う 名 を きずつけられ たよ 

( 一 字 不明) (三 字 不明) (三 字 不明) 

うな 大きな 口 じ をいだ かせら □□□ 男の □□□ は 

光 君の 口の はたに 氷の ような 冷笑 を うかべさせた。 そ 

して とりつけた 人形の ように わき を 向いた まんまで 居 

る。 その 様子に ほほ 笑んで ひろげた 口 を すぼめて 妙な 

目 をした 女 は、 

「マァ 何故 そんなに よそよそしい 風 を あそばし ますの- 

同じ 屋根の 下に 暮 して 居ります もの を …… どうぞ も少 

し 御う ちとけ なさ つ て 下さいな」 

あまったるい 声で 云う。 光 君 は 心の中で、 



知っていた だきたい と 思って 居り ましたの。 どうぞ 御 

きき 下さい ませ」 

おつ こ 

「そうです か」 光 君 は ポッン と 落ちた ような 返事 を 

した。 

r ネ—、 私なん か は 両親と もない もんで ございます も 

の、 いくら 年 は 大きくなりまして もほんと に 心細い こ 

とば かり あるんで ございま すよ。 それでね、 明けても 

暮れても 思う の はたった 一 人で もた よりになる 人が ほ 

しいと ね— それば かり 思って 居ります の。 貴方 無理 だ 

と 御 思になります か」 

「無理 も無埋 でない も、 そんな こと 貴方の 御 勝手です 



もの」 

( 一 字 不明) 

「そうで は ございましても、 ネ ー それじゃ ぁ不 □ 

でな くして おいてい ただいて、 そう 思 うんで ござ いま 

すの、 どうか 貴方に なんでも 私の 心の 内に 有る こと を 

うちあけて 御 相談 出来る かたに なって いただき たいと 

ね ー。 ほんとうに 心から 御ね が い 申 すんで ございます 

よ」 

(ママ) 

「女の かたは 女 相 志が 好いで しょう」 

「そり や あ 女 もよう ございま すが 悲しくて 涙の 出る と 

きに はい つ しょに 泣いて 呉れる ばかりで それに ついて 

カづ よい こと を 云 つ て くれる でもなければ 力に もな つ 



い 人の こと を 思って かぐ わしい 香の 香に ひたりながら 

ふるえる ような さみし さと かなし さに 涙 をな がして 居 

た。 くらい 灯に そむいて 白い 頰 になみ だ をな がして 居 

る 光 君の 姿 は 常に もまして 美く しい あわれな もので 

有った。 

か、 る 夜 をな く 虫 あらば 情なき 君 も 見さめ て 

物 思 やせん 

(二字 不明) 

かなしみの はてに □□ しみ おぼろげの 死て 

ふ 言葉に ほゝ 笑みぬ 我 

こんな こと を 小声に 云いながら たえられな いように 

自分の 胸 をし つ かりと だ いて 香の 煙の 消えて 行く 方に 



で 娘 は 袖 を 引いて、 

「マァ そんな 事 を 云う ものではありません よ。 上様 

(兄 君) だって 『この 方 は 近頃の 女に 似合わな いかたい 

心 を 持って いらっしゃる たのもしい 人 だ。 私の 奥さん 

にしても 恥し くない 方 だ』 なんて おっしゃった ほどで 

す もの 誰 だ つ て 姫様 を 悪く 思って やしません」 

などと 云う の を 几帳の 陰でき いて 居た 姫 は 馬鹿にされ 

たような いやな 気持で 居た。 それから 女達の 話 は 急に 

変って 常 盤の 君の 噂に なった。 

忍び 合つ て 通って いら つ しゃる かかりう どの 御兄弟 

が 弟 君の 来て 居ら つし やる ところへ 又 兄 君が 知らな い 



が 身にしみて 高く 話して 居た 声 もい つかしめ つて はば 

かる 人 もな いのに 御 互に 身 をよ せ 合つ て 何 か 話し合つ 

て は※ 〔# 「さんず い + 因」、 179-5U ぶ 声が 車の 外まで き 

こえる ので 男 達までの こして 来た 妻の 事な ど を 思い出 

して 足の 運びのお そくなる の を 年取った 旅 なれた 男が 

いろいろに 世話 を やいて 力 をつ ける のであった。 光 君 

は 始終 紫の 君の 事 を 思って 居る ので 退屈 はしない かわ 

リ時々 溜 息をついたり 涙 を 流したり して 居た。 目的の 

町に 入った 時 はもう 日の 落ち かける 時であった。 町に 

入 つたと 云う の をき いた 女達 は 急に 顔 をな おした リ着 

物 をと とのえ たりして 今までの 事 は 忘れた 様に 美く し 



目立って 来た。 前の 様に 苦情 も 云わず 悲しい こと も 云 

わないで だまった ままで だんだん 衰えて 行く 若君の 様 

子 を 心配し ない ものと て は 家の 中に 庭の 立 木 位の もの 

であった。 

「どう 遊ばした のでしょう 又 御 悪い のか 知ら」 

「よく 伺つ てお 祈リ をしても らう かお 薬 を 差し上げる 

かしなくて は 大変な 事になる かも 知れません ョ」 

などと 云う 不安心な 言葉 は よるとさわると 女達の 口 か 

らもれ た、 乳母 は 日に 何度と なく、 

「どうぞ おっしゃって 下さい ませ、 私の 命に かえても 

と 田、 3 つ て II 古る 君 漾 が こんなで いら つ しゃ つ て は 少 



「まだ 彼の 人 は 意地 を は つて いら つし やる と 見える。 

何と 云う にくらしい 方だろう、 きっと 化 性の ものに ち 

、、ゝ 、ミヽ I 

カレる レ」 

とまで 罵った。 子供の 様に たえられない 様に すすり泣 

きをす る こ ともあれば、 いかにも うれしげ に 肩 をす ぼ 

めて 笑う こと も ある。 女達 はきつ と 光 君 はもう もとの 

心に はかえるまい と 思 つ て どんなに 悲しがった だろう。 

うわごと を 云って 熱の 高かった 曰 は 三日 だけであった。 

四日 目に 熱 はう そのよう に 下つ て 夢から さめた 様に 青 

ざめ てっかれ はてた ように 乳母に よりながら、 

「何と 云う 因果な 事だろう、 私 は あの人に、 『心から 貴 



ない のだろう。 誰も なぐさめても 呉れず、 只 一人で 泣 

いて 悶えて 苦しんで そうして たった 一 人で 死んで 行く 

のが 私の 運命なん だ」 

ひからびた 様にな つ た 年と つ た 乳母の 肩 をし つ かり 

抱いて 泣いて、 身 を ふるわせて 悲しい 思 をう つたえて 

居る 光 君の 哀れな 様子に 女達 は 居た たまれな くな つ て 

( 一 字 分 空白) 

顔 をお さえながら 出て 行って しまった。 その 口 

もう 一 度もう わごと を 云う 様な ことはなかった けれ 共 

悲し さはます ます ひどくな り まさ つ て 行く 許りで あつ 

た、 かくして 居ようと 思った 乳母 も、 心配で 心配で た 

まらな くな つたので とうとう 山の手の 家に 知らせた。 



山の手の 家に 帰った 光 君 は 気抜けの した 様に だまつ 

て 人に 顔 を 見られる の をい とって 居た。 たびたび 西の 

対の 母君のと ころから 見舞の 手紙が 来ても 見た きりで 

三度に 一度 ほか 返事 はしなかった。 紅 や 乳母 以外の 人 

に は 一 言 も 身の 淋し さや 悲し さ を 云わなかった。 時々 

女 i に は、 

「彼の 人 はどうして 居る のだろう、 私 は 心配で 仕よう 

力な レ」 



人の 部屋に 行った 丈で 満足す るの だから」 

と 云われた が 乳母 はどうし たもの かと 考え込んで 一 寸 

に は 返事 をし ないで 居る と、 

「それ もい やなの か、 御前 は 思った よりた よりになら 

ない 人だった。 私 はけつ して 彼の 人 を 苦しめる 様な こ 

と はしない、 私 は あの人 を 死ぬ ほど 思って るん じ やな 

ヽ i I 

レカ」 

乳母 はま だ だま つ て 居る。 

「お前 はま だ だまって 居る の カェ。 私 は 自分の 命の も 

う 長くない 事 を 知って 居る、 思い出に どうせ 死ぬ 命な 

らと 望んで 居る のに それさえ お前 は 許して 呉れない の 



強い 悲しみが 胸 をお そって 来た。 もう 涙 も 出ない、 光 

君の 心 は 悲しみの かたま リ にな つてし まった。 

「私 はもう 一 一度と この 部屋に 来る ことはないだろう」 

「ォォ なつかし いこの 文 机、 なつかし いこの 衣こう、 

左様なら、 若しお 前に 心が あるなら そう 云 つ て 御 呉れ、 

『私 は 彼の 人のう つり 香の する 部屋で 死にたい けれ 共 

それ はどうせ ゆるして 下さるまい。 私 はこの 貴女の 残 

して 行った 衣 を 貴女と 思って 抱いて 死ぬ、 せめての 心 

やりに』 とね。 そう 云って 居た と 云って 御 呉れ、 さら 

ば と， J しえ に」 

若者の 姿 は 障子の そとに きえて 机の 前の 女 君の 衣 も 



とす かし 見る 様に して、 

「オヤ、 マァ、 誰かと 思ったら 貴方だった のか、 私 は 

もののけ 

また 物 化で も あるかと 思った。 私 はこれ から 常 盤の 君 

の 部屋に 行く から 貴方 もお つき 合い をなさい よ」 

と 云う 声 は 兄 君で ある。 

「H H」 

気の ぬけた 様に そつ ぼ を 見ながら 云う。 兄 君 は 傍に 

しゃがみながら、 

「オヤ 貴方 は 女の 着物 を 持って 居ます ネ。 誰の、 紫の 

君んで しょう、 だから 私 は 貴方 はま わり 合せの 好い 日 

に 生まれた 人 だと 云 うんです。 たまに はじょう だん も 



「どう 遊ばし ましたの、 大変 ぼんやり 遊ばして」 

女 はお 腹の 大きくな つ て 形の わるくな り まさ つたの 

を 恥 かしい とも 思わない 様子で しゃべ つ て 居る。 

「H ェ」 

光 君 はま だ ぼんやりして 居る。 

「ェ ェ じゃあ ございま せんよ、 どう 遊ばしたん でしよ 

う」 

「 」 

「ァラ どなたの 御め し、 お 美し いんです こと。 どなた 

のか あてて 見ましょう か 紫の 君の、 そうで ございま 

しょう」 



手 を 出して その 着衣 を 取ろうと する、 光 君 はだ まつ 

たま ましつ かリ おさえて はなさない。 女 はいまい まし 

い 様な かお をして それから 手 を はなして、 

「貴方、 あちら は さぞ 面白く つ て いら つ しゃ つたで) J 

ざいましょう、 お 二人で ネ。 私の 上げた 御手 紙なん か 

はどうな りました 事 やら」 

「面白くて 悲しくて 情のう ござ いました よ、 貴方の 手 

紙なん か あんな 手紙 私 は 見 あきて しま つ た」 

「上げない 方が よろし ゆう ございました、 貴方 は 一 寸 

も 私の 心 を 察して 下さらない」 

女 はいかに も 恨し いと 云う 様に 鼻声で 云う。 



声 や 音ば かりが この 館に みちて しまった。 日に 幾人と 

なくみ こや 僧 は その 白 かべの 館を訪 う、 その 度に 人々 

は 下に も 置かぬ ように もてなして その 祈り やねが いの 

甲斐が あろうが なかろう がかえ りの ひきでものに は 銀 

と 絹、 これ も 一 つ は 物狂おしい 光 君への 供養 (まだ 死 

に はしない が) と 母君 達が 思った ので ある。 いくら 仏 

の 道に 入つ て も 物 食いで は 生きて いられぬ 人間の 僧、 

まして 近頃 は 生きて 居る かてよりも 多く かがやく もの 

を のぞむ 僧 も 一人 や 二人で はない。 その 引出 もの を 目 

的に、 もらった あと は 野と なれ 山と なれ、 仏 を 金の 道 

具につ かって 「私 は 諸国 修業の 僧で ござります。 若君 



くしい から そんな かなしい ことにな つたんだろう、 I 

I もう まにあわない、 何と 云っても なって しまった こ 

とだから」 

こんな こと を 母君 は 云って 居た。 そばの 女達 は、 「ほ 

ん とうに あさましい ことにな つてし まい ましてす、 ま 

るで 私達の 園の 美く しい 花が 一 夜の 嵐に みんな 散らさ 

れて しまった あとのよ うな 心地に —— 」 若い 女 はかお 

を 赤め ながら こんな こと を 云つ て 居た。 

「どうにかして なおせな いかしら、 まるで 私の 気が 

狂って しまい そうだ。 もう じき 五月雨に もなる もの を. 

マァ、 あの じめじめした 雨の 降る 日に 一 日中 一 晚中、 



居る。 

「若さ ま、 御存じで ございま すか、 私 を？ 誰 だか I 

I」 

小さい 女らしい 声で きいた。 

「誰 だってき くの、 私が 知らないと 思って 居る の？ 

私 は 知って 居る とも、 美く しくて 私に つらくあたる 人- 

思わせぶ りな 罪な 人つ て 云う こと を」 

「違います、 私 は、 私 は、 貴方の 御 召つ かいで ござい 

ますの」 

「ホラき れい じゃあない、 この 着物 は、 この 模様、 何 

だ と 思う —— ァ ァ いや だい や だ 、 どこに 行ったら たの 



光 君 はこの こと をき いて 安心した ように 立つ と、 又 

人形 を だいて はなされ ないよう にじ つと それ を だきし 

めた まま、 日 は 暮れて しまった。 灯の かげに 光 君と 二 

人の 女 は 何も 云わずに、 何 かに 見込まれ たように、 ま 

たたく 灯 かげ を 見つめて 居た。 

r ネ ー 若し、 今日は 若様 はいつ になく しみじみとね、 

涙の 出る ような ことば かりお つ しゃ つ て 御いで でした 

の、 もう ほんとうに ネ—」 

「マァ そうでし たか、 どうな さつたん でしよう ねェ。 

ほんと に 御な おりに なって 下されば、 私達 もほんとう 

にどん なに うれしい か 知れない のに ネェ、 やっぱり 悪 



です つて？」 

「H H」 

「そんな ことはないでしょう、 だって 宵の 中に いらつ 

しゃつ たんです もの」 

「ほら ごらんなさい、 ネ、 被 衣がぬ いで あるでしょう。 

そらもう よつ ぼ ど 前に 御 出に なった と 見えても う ひ 

や つ こくな つ てるんで す もの」 

「マ ァ、 どうしましょう、 私が 居ね むり をした ばつ か 

りに、 ほんとうに 相す まない ことにな つてし まって」 

「ほんと にネ ー、 どうしましょう。 とにかく きいて 見 

ましょう、 御き のどく です けれ 共 ほかの かたの 御 部屋 



うか …… ？」 

「あの 若 しゃこ こに 御 邪魔 致して は 居りません か、 御 

見えに ならな いんで ございま すが 」 

「ァ ラ、 一寸 御 待ち 下さって 『一寸 一寸 さっき こ 

この 前で 何だか 悲しい うた をうた つてい らっしゃった 

の は 光 君だった でしよう』 やっぱり。 もうず つと 前 三 

時 ほど 前に ， J マ J の 前で 細い 御 声で 何 か 歌 を 御うた い で 

ございま したが、 やがて 高い 御 声で 御 笑いな さりな が 

ら どちらへ か 御いで になった ので ございま すよ、 マァ、 

それから どちらへ 御 こしに な つ たかは わかりませんで 

す 力」 



「申し上げます、 わ …… わかさまが …… 彼の 奥の 池に 

紫の 君 様 …… の …… 御お、 衣が う、 ういて 居ります と 

只今 申して 来た ものが ございます …… 」 

「ヱ—？ 奥の 池に II 紫の 君の 衣が …… 」 

殿の かお 色 はにわ かに 変って 唇はヮ ナヮナ とふる え 

て 居る。 女の人 達 はもう その わけ を 察しても う 声 を 立 

てて なきく ず おれて 居る。 

「私達の 心で 思って 居て 口に 出さないで 居た 結果が と 

うとう 来た。 彼の 骨 をけ ずるよう な 悲しみ はま だ 年の 

若い 情の かった あの人に はしの ベなかった、 だから ま 

ず ものの わきまえの ないように 気が狂つ たの だ、 それ 



紅と まじって 桔梗の 紫、 女郎花の 黄、 撫子 はこの 池の 

底の 人 をし のばす ようにう す 紅に ほんのりと、 夜露に 

し つ とりと ぬれてう つむいて 居る。 

かおの 白い 衣の 美く しい 人達 は その 中に 足元 を かく 

して 立った。 池の 面 は 人々 のかな しみ も 何にも 知らぬ 

がお にしず かにみ ちて 居る。 すくい 上げられた 紫の 君 

の 着物 は その 裾から つゆ をした たらしながら わきの 柳 

の 枝に かけられて 居る。 人達 は 一 まわり ズ ー ッと見 ま 

(三 字 不明) 

わしてから 目をつぶった、 □□□ の 口から はかす かな 

祈りの こえが もれて 居る。 紅 は □ に ぴったり とす 

わって、 深く 人よりも 大きな こと を 祈る ように 目 をね 



池に 身 を 投げ はしまい かと それば かり を 気にして 一 足 

う) ^ く) ^ と に 自身 も 一 足ず つ う) ，- いて 居る。 やが て 足 

元 を 定めて 紅はキ チンと しま つ たかお をして 家の 方に 

あるき 去った。 物 かげの 小男 はなん となく あっけない 

ような 心 持で その あとに つづいた。 

前に もました、 重 くるしい かなしい 心 持 は 家の 中に 

みなぎって 東の 対の 女達が 光 君の ものた めに 同じよう 

な 黒い 衣 物 を 着て 居る の はよ けいに いたいたしかった。 

その 日の 晚、 東の 対の 光 君の 御 部屋から と 云って 童 

がー つし つかりと 封 じた 文 を もって 来た。 何かとい ぶ 

かりながら 上 包 をと ると、 



ございました。 それが 又 どんなに うれしかった で ござ 

いましょう、 光 君 様の 御 体が 御な ぉリ あそばしたなら 

, J ん なに 御世 話 申し あげた 事 も 御 忘れ あそばす だろう 

と 存じます と …… それ も かなしみの 一 つで ございまし 

た。 

いつまで たつ て も 光 君 様 は 御な おりに なりませんで 

した。 春が すぎ 夏と なって 又 秋 をむ かえても、 …… 随 

分 長い 久しい 間で ございま したが、 その 間、 私 は 幾度 

か 正気の なくって いらっしゃる 光 君に 思って る 事 をう 

ち あけて 申し あげて 仕舞おうかと 存じ ましたが、 それ 

も わるい 事と 思う 心が おさえつけて しま つ て 居り まし 



た。 私 は 只 生れな がらに 一生 光 君 さまの 召使と して 理 

性の 力で 悲しい つらい 事 をた えて 募して 行かなければ 

ならない ものに 定まつ て 居た の だと 思いき めて 居り ま 

した。 そしたら、 今日、 この 悲しい、 はかない 事に 

出来 わしました。 私 はこれ も 運命と 存じて 居ります。 

私の 今まで 思 つ て 居りました 事 は 光 君 さまの 御 かくれ 

(ママ) 

と 一 緒に 弔 むられ てし まった 事で ございま すが、 私 

は 思 つ た 事が ございま すので、 明ら さまに 恥 かし さ を 

しのんで 申し あげます。 女と して あまり 大胆す ぎる 事 

で 又 あまり 露骨す ぎて 居りましょう けれ 共 私 は 今日と 

なって 心に わ だか まる かくし 事の あるの は、 と 存じ ま 
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